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泌尿器科領域におけるAG1370の 臨床的検討

小 林 徳 朗 ・渡 辺 決

京都府立医科大学泌尿器科学教室

要 旨

第3世 代のセフェム系抗生物質であるAC-1370を,19例 の 尿路感染症 および1例 の性器感染症に

投与 し,臨 床効果 と副作用について検討 を行った。

疾患別 うちわけは,急 性単純性 腎孟腎炎2例,急 性複雑性腎孟腎炎5例,慢 性複雑性腎孟腎炎2

例,慢 性複雑性膀胱 炎10例,急 性副睾丸炎1例 であった。投与方法は全例に1日29,朝 夕分2,点

滴静注によって行い.5日 投与 し効果判定 を行 った。

UTI薬 効評価基準をみたす症例は13例 で,総 合臨床効果は,著 効1例,有 効4例,無 効8例 て,

有効率 は38%で あ った。主治医判定 でみると著効6例,有 効7例,無 効7例 て,有 効率は65%で あ っ

た。

細菌学的効果についてみると,AC-1370投 与 前に尿中より分離された総菌株数は19菌 株で,7菌

株 が消失 し,消 失率は37%で あ った。

副作用についてみると,自 覚的副作用を訴えた症例は1例 もなかったか,臨 床検査値 では,1例

に軽度のGOT上 昇 を認めた。

は じ め に

AC-1370は 味の素(株)中央研究所で創製 され同社 と持田

製薬(株)で開発された注射用cephalosporin剤 て,グ ラム陽

性菌からグラム陰性菌に対 し幅広いスベ クトルをもつ

が,特 にPseudomonas属 を含む グラム陰性桿菌に対 し良

好な抗菌力を示す とされている1}、本剤を19例 の尿路感染

症および1例 の性器感染症に投与 し,若 干の知見を得た

ので報告する。

1.臨 床 的 検 討

1.対 象お よび投与方法

対象は京都府立医科大学泌尿器科 ならびにその関連機

関の泌尿器科に入院 した20症 例 で,男16例,女4例,年

齢は18歳 か ら84歳 で平均66.4歳 であった。疾患別 うちわ

けは急性単純性腎孟 腎炎2例,急 性複雑性腎孟腎炎5例,

慢性複雑性腎孟腎炎2例,慢 性複雑性膀胱炎10例,急 性

副睾丸炎1例 であった。

投与方法は全例に1日19,朝 夕分2,点 滴 静注によっ

て行い,5日 間投与 し効果判定を行 った(Table1)。

2.臨 床効果

UTI薬 効評価基準2)をみたす症例は13例 であったが,

総合臨床効果は著効1例(8%),有 効4例(31%),無

効8例(61%)で,有 効率38%で あ った。主治医判定で

みる と著効6例(30%),有 効7例(35%),無 効7例(35%)

で,有 効率65%で あ り,腎 孟腎炎では急性単純性,急 性

複雑性,慢 性複雑性 を含めた9例 において,著 効5例,

有 効4例 で有効率100%で あ った(Table2)。

3.細 菌 学的効果

AC-1370投 与 前に尿 中よ})分 離された総菌株数は19

菌株 で,7菌 株(S.epidermidis 1株,E.coli 2株,P.

aeruginosa 1株,P.mirabilis 1株,Aeromonas 1株

Acinetobacter 1株1が 消失 し,消 失率は37%で あ った

(Table3)。 投与後出現菌は9菌 株 であった(Table4)。

4.副 作 用

自覚的副作用 を訴えた症例は1例 もなかったか,臨 床

検査値では,1例 に軽度のGOT上 昇 を認めた。この症例

では他の肝機能検査値に異常 なく,な ん ら処置す ること

な く,投 与終了後1週 間 目には正常に復 した。

II.考 察

臨床効果についてUTI1薬 効評価基準で判定す ると,著

効1例,有 効4例,無 効8例 で,有 効率38%で あ り,他

の第3世 代のセフェム系抗生物質に比 し優れているとは

いいかたい結果であった。 しか し主治医判定では,著 効

6例,有 効7例,無 効7例 で,有 効率65%で あ った。特



678 CHEMOTHERAPY DEC. 1984

Table 1 Clinical summary of 20 cases treated with AC-1370
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Table 1 (Continued)

A. P.: Acute pyelonephritis A. E.: Acute epididymitis C. P.: Chronic pyelonephritis C. C.: Chronic cystitis

Table 2 Overall clinical efficacy of AC-1370 in UTI

(By the criteria of UTI committee)

* Simple UTI: Others are complicated UTI cases

[]: Calculated based on only complicated UTI cases



680 CHEMOTHERAPY DEC. 1984

Table3 Bacteriological response to AC-1370

に腎盂 腎炎では,急 性単純性,急 性複雑性,慢 性複雑性

を含めた9例 において,著 効5例,有 効4例 で,有 効率

100%で あ り,臨 床的効果は十分あると考えられた。

副作用では,GOTの 軽 度上昇が認められたのみで,か

Table4 Strains appeared after AC-1370 treatment

つなんら処置す ることな く,投 与終了後1週 間目には正

常化 してお り,AC-1370投 与 による重篤な副作用は認め

られなかった。
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CLINICAL STUDIES ON AC-1370 IN THE FIELD OF UROLOGY
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Clinical studies on AC-1370, a third generation cephem antibiotic, were performed.

Nineteen patients with urinary tract infections and one with genital infection were given AC-1370 at a

daily dose of 2 g twice a day by intravenous drip infusion for 5 days. These infections were classified into

acute simple pyelonephritis (2 cases), acute complicated pyelonephritis (5 cases), chronic complicated pyelo-

nephritis (2 cases), chronic complicated cystitis (10 cases), and acute epididymitis (1 case).

Thirteen cases out of 19 urinary tract infection cases were evaluable by the criteria of UTI committee,

and the clinical response were excellent in 1 case, moderate in 4 cases and poor in 8 cases with effectiveness

rate of 38%. Meanwhile, the clinical response by doctors' evaluation were excellent in 6 cases, good in 7 cases
and poor in 7 cases with effectiveness rate of 65%.

As for bacteriological response 7 out of 19 bacterial species isolated from the urine before AC-1370

treatment were eradicated, its rate being 37%.

Neither side effect nor abnormal clinical laboratory finding was observed except one case of slight eleva-

tion of GOT.


